
法学研究科教授会議事要旨 

 
日 時 平成２３年３月１０日（木）１３時４５分～１５時０４分 
場 所 法・経大学院総合研究棟大会議室（４階） 
出席者 ４７名（定足数 ２７名） 
オブザーバー ２名 
 

議     事 
 

 （協議事項） 
１．教員の配置換について 
   研究科長から、教員の配置換について、資料に基づき説明があり、協議の結果、准教授１名の大学院
法学研究科附属法政実務連携センターへの配置換について承認した。 

２．外国人招へい研究員の受入れについて 
   国際交流室長から、外国人招へい研究員の受入れについて、資料に基づき説明があり、協議の結果、
１名の受入れを承認した。 

３．法学研究科規程の一部改正について 
   教務委員会委員長から、法学研究科規程の一部改正について、資料に基づき説明があり、協議の結果、
承認した。 

４．平成２３年度博士前期課程入学試験（第二次募集）合格者判定について 
   アドミッション委員会委員長から、平成２３年度博士前期課程入学試験（第二次募集）合格者判定に
ついて、資料に基づき説明があり、協議の結果、１３名の合格を承認した。 

５．平成２３年度博士後期課程入学試験合格者判定について 
   アドミッション委員会委員長から、平成２３年度博士後期課程入学試験合格者判定について、資料に
基づき説明があり、協議の結果、６名の合格を承認した。 

６．平成２２年度博士前期課程修了者の認定について 
   教務委員会委員長から、平成２２年度博士前期課程修了者の認定について、資料に基づき説明があり、
協議の結果、４１名の修了を承認した。 

７．平成２２年度修士学位記受領代表者の選考について 
   教務委員会委員長から、平成２２年度修士学位記受領代表者の選考について、資料に基づき説明があ
り、協議の結果、承認した。 

８．学生異動について 
   教務委員会委員長から、学生異動について、資料に基づき説明があり、協議の結果、退学２名、休学
４名、在学期間延長２名について承認した。 

９．平成２３年度開講科目及び担当教員について 
   教務委員会委員長から、平成２３年度開講科目及び担当教員について、資料に基づき説明があり、協
議の結果、承認した。 

１０．大学院研究生の受入れについて 
   アドミッション委員会委員長から、大学院研究生の受入れについて、資料に基づき説明があり、協議
の結果、３名の受入れを承認した。 

１１．大学院研究生の在学期間の延長について 
   アドミッション委員会委員長から、大学院研究生の在学期間の延長について、資料に基づき説明があ
り、協議の結果、承認した。 

 
（報告事項） 
１．部局長会議（２／１５） 
２．教育研究評議会（２／１５） 
３．学生生活委員会（２／９） 
４．中之島講座運営委員会（３／３） 
５．国際交流委員会（２／２２） 



６．大学教育実践センター会議（２／１８） 
７．教務委員会（２／２８） 
   教務委員会委員長から、知的財産法プログラム特別コースの履修届及び研究計画について説明があり、
続いてＴＡについての検討内容及びハンドブック改訂について報告があった。 

８．アドミッション委員会（２／２８） 
９．その他 
（１）コミュニケーションデザイン・センター長への兼任について 

研究科長から、本研究科教授にコミュニケーションデザイン・センター長への就任依頼があった
旨、資料に基づき報告があった。 

（２）平成２３年度兼任教員について 
  研究科長から、平成２３年度兼任教員について、資料に基づき大学院言語文化研究科から教授３名
に、国際教育交流センターから講師１名に、グローバルコラボレーションセンターから教授１名に、
学際融合教育研究センターから教授１名に依頼があった旨、報告があった。 

（３）学内委員会委員の選出について 
研究科長から、豊中地区事業場安全衛生委員会委員、豊中地区事業場衛生管理者及び環境安全委員
会委員に准教授１名を選出した旨、報告があった。 

 （４）平成２２年度法学研究科年度計画の達成状況評価について 
  評価室員から、平成２２年度法学研究科年度計画の達成状況評価シートの作成にあたり、作成作業
についての分担及び日程について説明があった。 

（５）平成２２年度教育・研究・社会貢献活動自己評価書について 
    評価室員から、平成２２年度教育・研究・社会貢献活動自己評価書の提出について説明があった。 
（６）新サバティカル制度の概要について 
    研究推進室長から、新サバティカル制度に関する検討状況について報告があった。 
（７）平成２３年度法学部５０周年基金の採用者について 

財務室長から、平成２３年度法学部５０周年基金の採用者について、出版助成は適格者がいなかっ
たこと及び在外研究（長期）に教授１名、准教授１名を採用した旨、報告があった。 

（８）教員の海外渡航について 


